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牛乳生産における生産費格差形成の要因分析

金　川　三代治

1．課題と方法

2．対象農家と生産費に関する整理方法

3．　乳牛飼養管理の実態

　1）調査農家の概況

　2）管理作業条件と作業労働

　3）飼料給与構造

　4）飼養管理の産乳効果

4　牛乳生産費格差形成の要因分析

　1）牛乳生産費の特徴的傾向

　2）生産費格差形成の要因

　（1）牛乳生産費と飼養管理条件

　（2）飼料生産費と飼料生産条件

　　③　乳牛飼養と飼料生産の結合関係と牛乳生産費

5．結論

1．課題と方法

　過去10数年の間、酪農経営は著しい規模拡大をしてきた。そのなかで乳牛育成の

預託化、飼料生産における共同作業や賃作業の進展、一部粗飼料の外部購入にみら

れるように、経営部門間や諸要素間の結合において経営外部条件との関係を一層緊

密にしてきている。家族経営にあるとはいえ、このような経営の動きに伴い、また

自家労働の評価が経営主体により明確に意識されるようになるにつれて、生産費の

問題が経営管理、経営組織化の上で改めて重要な論点となってきつつある。さらに

最近の乳価や生産調整などの厳しい条件によって生産費の問題は一層大きく現われ

ている。

　本稿は、酪農経営における牛乳生産費の格差形成の実態と形成要因を考察するこ

とを課題としている。

　その課題に対する接近法は乳牛飼養部門と糧飼料生産部門のそれぞれにおける生

産費のあり方を分析し、さらに両者の結合関係を検討する方法をとる。ただし、粗
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飼料の生産費分析をとおした酪農土地利用構造の考察は、昨年度、当教室において

行った調査分析結果があ61！本稿はいわぽその後をうけたものである。したがって、

ここでは細筆飼養部門により重点を置き、両者の結合関係の吟味は昨年度の調査分

析結果を併せたものとして行っている。

灘・対象農家と生産費に関する整理方法

　対象農家は北海道十勝地域中札内村の経産牛飼養農家玉9戸である。これらの農家

は過去3ケ年の継続農家であり、サンプリングの方法および調査対象飼料作物であ

る牧草とゲント＿ソの生麟講処網引セ。ついては揃引導熟説明されてい

る。ここでは今回新たに行った牛乳生産費の主要な手続きについてのべる。

　。計算期間

　牛乳生産は昭和55年8月～56年7月、飼料生産は54年最終刈取収納後から1年間

とした。

　○作物残渣の評価基準

　農林水産省『農村物賃統計』の生産資材価格の変動を参考にしながら、昭和53年

時の数値を評麺がえした。

　・自家労働の評価基準

　昨年度における扱いと生計費説に準拠するかたちで労働の再生産に要する家計費

にもとづいて評価する一方、年中無休という酪農労働の特質を考慮した。標準的世

帯（夫婦＋子供2人）の家計費調査により、家計費の最低水準を昭和55年度で23⑪

万円と設定した。牛舎労働の無休性は年聞69日分の労働を労働基準法にもとづき、

2捌5分増で評価した。そして村内平均的な経営規模の経営を参考にして標準的な

農業就業時間を設定した。（年間労働時聞、男子2，400時間、女子1，300時間、酪

専、労働力2人、耕地20磁、乳牛28頭、耕地のうち1割は更新用普通畑）。その結

果、自家労賃評価額を1時間当り650円とした。

　。乳牛償却費

　農林水産省の扱いに準じて市価評価した。調査開始時の評価額は、十勝の家畜市

場資料によれぽ年令差がみとめられたため、5才以下4董万円、6・7才35．5万F3、

8才以上30万円と設定した。残存価額は老廃牛生体kg当り単価を310円とした。全

耐用年数は8年とした。

　。経産牛、育成牛への共通費昌の配賦

　農林水産省の方法を参考にしながら、現状当地域における標準的酪農技術体系を
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考慮し、経産牛、育成牛について求めた関係費欝の利用量をもとにして配賦した。

　・副産物評価

　副産物としては、生後i帽未満の子牛および糞尿を考慮した。糞尿は村内の豚糞

スラリー単価（t当り100円）に準じ、子牛は十勝大樹市場の月別取引価格を適用

した。

　Q分析指標

　本稿では第一次生産費に限定する。

鼠　乳牛飼養管理の実態

　乳牛飼養管理の特質は、まず乳牛という労働対象に規定されて、乳牛個体の生理

に合わせた飼育場爾と牛群を対象にした飼育場面を合わせもっていることである。

ついで作業労働について、年間ほぼ規劉的な各種作業が短時間に場所的移動を伴い

ながら入り組むことである。熟練作業が時間と時刻のより強い拘束のもとで遂行さ

れるのである。さらに繁殖・産乳・育成・個体処分という各過程における管理の結

果は、多期間にわたって相互に連繋していることである。管理のこのような特性が

個々の酪農経営の管理対応や管理成果の違いを端的に表すものとみられ、生産費格

差の飼養面からの説明要因となることが考えられる。

　本稿では、まず第二の特性に関して作業労働の実態を検討し、つぎに第一の特性

に闘して、とくに飼料給与の実態をとりあげる。そして管理成果に関して層群に影

響する飼養管理の諸要因の分析を行う。

　1）調査農家の概況

　調査農家の概況を乳牛飼養を中心に示すと第1表のとおりである。

　調査農家には3戸の協業経営が含まれており、経産牛頭数で25頭前後、乳量で約

150tから酪農専業になっている。雇用労働力は⑨、⑱、⑲番農家以外はみられな

いが、飼料生産では機械センターの利用、乳牛育成は預託育成が過半数にみられる○

　機械・施設装備について、乳牛飼養関係の機械化は経産牛20頭前後からほぼ体系

的に装備されており、設備・機械投資が飼養頭数規模に対して、より早めに進んで

いることがよみとれる。

　つぎに管理の上述の面について実態を検討する。経産牛飼養管理の概要は第2表

に示したとおりである。
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第1表調査農家の概況昭和55年

乳牛飼養機械・施設家　族

J働力

@（入）

経営耕地面積
@　　　白巳α）

乳牛頭数
@　（頭）

圃場機械の

部�E利用

農　家　番　号 経営形態
育成預託の有無

基幹 補助 計

うち

迫ｿ作

計

経産牛

トラク

^　一

艨@数

機　械

Zンタ
[利用
ﾌ有無

給飼弁舌ム）

搾乳
糞尿処理

サイロ基数

① 畑酪 2 0 30．5 11．9 21 9 2，1／7 有 ㎝
B ｝

2 有

② 畑酪 3 0 27．1 6．8 王6 1亙 2
一 一

B
㎜

玉 有

③ 畑酪 3 0 28．5 8．8 27 王3 3
一 ㎜

B
一

1
一

④ 酪畑 3 0 27．5 18．3 31 i5 2、王／2
｝ A P C 2 有

⑤ 酪畑 2 G 23．3 11、淫 27 16 玉、ゾ2 有 A B ㎜
1 有

⑥ 酪専 2 2 19．25 19．25 40 23 2 有 A P C 2 有

⑦ 酪専 2 1 24．9 21．3 34 24 3 有 一
B
一

タック 有

⑧ 酪畑 3 エ 20．6 16．5 45 24 3 有 一
P C 2 有

⑨ 酪専 2 2 19．35 19．35 46 27 2
　 一

P C 1 有

⑩ 酪専 2 2 24．9 24．9 57 30 2 有 A P C 2 有

⑬ 酪専 2 0 22．5 20．2 54 34 2 有 A B C 3 有

⑫ 酪専 2 王 30．1 30．1 63 34 2 有 A、0 P C 3
一

⑬ 酪専 4 0 24．2 24．2 65 35 3 有 A P C 4 有

⑭ 酪専 3 0 27．9 27．9 75 38 2 有 A P C 2 有

⑮ 酪専 3 0 30．3 30．3 71 40 2 有 一
P C 2 有

⑯ 酪専 2 2 27．3 27．1 70 43 2 有 A P C 3 有

⑰ 懸盤 7 6 88．8 78．5 189 101 3 有 0 M S 3
一

⑱ 酪専 5 4 60．5 60．5 189 116 5
｝ ｝

B c 4 有

⑲ 酪専 7 0 129．8 129．8 283 亙71 4 有 0 M S 3 有

望　1）実態調査結果により作成

　　2）機械施設は　A…サイレージ用アンローダ　0…サイレージ用その他の機械

　　　　　　　　　　B…バケット型ミルカー　　　P…パイプライン型ミルカー

　　　　　　　　　鍛…ミルキングパーラー　　　C…バーンクリーナー　　　S…スラリー方式

　　　　トラクター台数は分母は共有戸数を示す。

　　3）⑰、⑲は全面協業経営、⑱は酪農部門協業経営
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第2表　経産牛飼養管理の概要

1頭当り経産牛舎との離接関係

宦c離歳△…接続

脂　肪　率

R，2％換算

農　家　番　号

平均　年令町回） 搾乳牛率（％）

繋ヌ
寥`ル鵡と列

乾草舎

固定費

瘠刻梛

p費を

怩ｭ）

i千円〉

総労働時間（時間）

労　二

栫@間

i時間）

飼　料

sDN
距^量
ik2）

平均

﨑t
�煤

i回／頭）

ナイロ

牛舎2
K利用
ﾌ有無

専用

産乳量

iの

経産牛

P頭当

閨ik切

① 5．8 93．3 S単列 △ 有 ○ 75 1，367 ま52 6，788 65．3 7，260 L61

② 4．1 80．0 S単列 ○ 有 ○・ 婆0 2，276 207 3，893 46．9 4，267 2．33

③ 5．7 84．5 S単列 ○ 幣？一一 ○ 王35 2，041 ユ52 嵐468 80．8 6，028 2．00

④ 4．9 83．9 S幽幽 △ 國一一 ○ 350 三，4昭 97 魂，840 116．2 7，80！ 2．15

⑤ 4．7 84．8 S単列 ○ 膏 …
353 2，306 146 3β73 82．0 5，玉87 2．00

⑥ 5．3 91．嘆 S対尻 △ 禽 ○ 590 正，5肇6 65 4，δ70 185．9 7，978 2．00

⑦ 5．6 853 s単列 ○ 有 ○ 355 3，606 152 4，799 168．8 7，094 2．16

⑧ 4．5 85．8 S対尻 ○ 有 ○ 859 4，116 172 3β30 147．6 6，178 1．68

⑨ 4．7 91．0 S対尻 皿 有
一

269 2，72S 王02 3，830 2工1．0 7β73 2．31

⑩ 4．8 85．8 S単列 △ 有 ○ LG90 4，034 133 5，721 229．0 7，5S8 2．00

⑪ 4．5 85．9 S対尻 △． 有 △ 804 3，522 王03 3，639 215．9 6，331 1．67

⑫ 5．3 86．0 S鞍尻 ○ ～ ○ 1，627 3，707 108 3，799 243．6 7，103 1．74

⑬ 3．8 9LO S細細 △ 有 …
428 2，395 69 4，970 248．5 7，181 王．4嘆

⑭ 5．0 86．7 S塾頭 ○ 有 一
匿，398 3β76 87 4，763 280．◎ 7，448 2．22

⑮ 4．9 85．9 S対面 △ ｝ △ 1，507 3，538 89 4，708 263．3 6，650 1．46

⑯ 4．9 86．9 S組頭 O 有 一
1，02？ 4，138 97 4，079 347．7 8，124 1．97

⑰ 4．4 85．5 F △ 有 △ 2，280 6，927 69 4，149 756．7 7，507 1．62

⑱ 4．9 82．6 S対尻 ○ 有 ○ 3，604 9，786 85 4，571 7王9．9 6，216 1．43

⑲ 4．7 88．5 F ○ ｝ △ 4，800 至0，264 60 4，165 1，085．8 6，361 1．98

注　1）ストールの配列でSはストーノレ型、Fはフリーストーノレ型を示す。

　　2）TD理給与量は、つぎのような積上げ計算による。すなわち、乾草、草サイレージ、コーン

　　　　サイレージについては、対象農家を含む村内飼料成分分析の結果を華種（品種）とは種目経

　　　　過回数の組合せによって分類したものの平均値を、該当嗣場に適下して集計・利用した。轡

　　　　期、放牧については、該当圃場の草野ごとに『磁本標準飼料成分表玲80年』を利用して算出

　　　　した：。
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　2）管理作業条件と作業労働

　多頭化に伴って1頭当り労働時聞は減少傾向にあるが．総労働時聞や基幹従事者

1人当り労働時間は増加傾向にある。この総労働暗間の増加は、当然従事者の労働

負担を強化することになり、そのことがさらに一層の1頭当り労働時間の減少を経

営的に要求していくことになる。このように1頭当り作業労働時間にみる作業能率

1は、時間と時刻の拘束性の強い酪農にとって作業労働を検討する重要な側面のひと

つといえる○作業能率は頭数、作業場条件、機械装備、作業内容などによって影響

される。そこでこれらの影響関係をみる。まず頭数との関係を検討するが、頭数拡

大は一般に機械装備の変化を伴うため、罪質的な機械体系のもとでの頭数規模の影

響が問われる。この点に関して、この地域の標準的な飼養体系であるスタンチョン

繋留・パイプラインミルカー・バーンクリーナ体系を採用している農家群を取り出

し、回帰分析を行ったのが下式である。

　農家数10戸

　　　　　　五畿853．1447十　73，697護1V　　　　I～2＝0．3066
　　　　　　　　　　　　　（33．0267）

　　　　　　　　　　　　　　　　・有意：水準10％

　上式より

　　　　　　」乙／！VP＝＝　853，1447／ハ「十　73．6974

　ここで　変数五：経産牛飼養総労働時間（時間）、ル：経産牛頭数（頭）

　推定結果から判断されることは、機械装備が圃質的な短期的状況においては、頭』

数拡大に伴って1頭当り労働時間の減少は逓減してくることである。例えば経産牛

が30頭から40頭へ増加する場合と40頭から50頭へ増加する場合についてみると、前

者では1頭当り7．1時間、後者では韮頭当り42時間の減少となる。　またこのよ

うに逓減するとはいえ、頭数による作業能率の説明力があまり高くないことは、

機械装備や頭数規模の他の条件にも作業能率が大きく規定されていることをうかが

わせる。そこでつぎに作業場条件を給飼に係わる施設の配置を具体的にはサイロ・

乾草舎と牛舎との離接状態で考慮し、その作業場条件と作業能率との関係を事例的

にみると以下のとうりである。20頭以上の個別経営について、ほぼ嗣一な機械体系

にあるサイロ・乾草舎の離れている⑧番はサイロ利用なし・乾草舎なしの⑨番に比

べて墨頭当り労働時閥が多い。またサイロか乾草舎の少くとも一方が離れている⑩、

⑫⑩㌔⑯番は接続している鰍⑬、⑮番に比べて！頭当り給表課寺問（第3表）が多く蒜り

近似した頭数規模のもとで例えば⑩、⑫と⑪、⑬番の比較で理解されるように、離
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れている農家群は作業能率が低いのである。これらの事実から施設のレイアウトも

作業場条件のひとつとして作業能率に影響しているといえる。

　乳牛繋留方式との関係については、同じスタンチョン繋留の場合においても単列、

対等、骨頭という3つの牛体配列タイプがみられる。これらの3タイプはほぼ頭数

規模と対応したものとなっており、頭数拡大に伴って給飼面での労働の節減が意図

されていることが理解される。

　三つめに作業内容と作業能率の関係である。第3表にその概要を示した。作業編

成について、個励経営では家族労働力は2～3人が多数を占めている。作業の分担

化は①～④番の小頭数階層や⑫～⑯番の多頭階層に主にみられる。また作業種類別

1頭当り労働時間の平均からの散らばり方は、搾乳（4i％）、下野（50％）、清浄

その他（90％）という順に大きくなっている。これは作業丁数によっても確かめら

れるように、搾乳は回数が農家問で同じであるのに対し、給飼や清浄作業は時間、

回数ともに違いがみられることによる。野飼や清浄作業は、農家が必要な作業対策

としてあげてあるように作業場条件に規制されながら労働負担の程度によって融通

がきかされやすくなっていることを推察させる。しかしな：がら、このような作業内

容と作業能率の関係は明確に把握できない。その関係は先にあげた飼養労働の特性

を充分考慮した、より具体的な工程分析などを通じて明らかになるであろう。

　四つめに作業場条件や作業内容の体系的相違と作業能率の関係である。この関係

を個別経営と協業経営（⑰、⑲番）で比較すると、後者の方が作業能率が高くなっ

ている。

　以上のことから作業能率に対しては頭数や施設のレイアウト、乳牛繋留方式、機

械装備などの条件が総合的に規定しており、多頭化を伴ってとくに施設のレイアウ

トや乳牛繋留方式が機械装備とともに作業遂行上重要な意味をもつことを見落とす

ことができないQ

　3）飼料給与構造

　飼料給与は先述の第1の特性が端的にあらわれる管理場面である。糧飼料の給与

可能鍛は飼料生産部門によって鰯隈されているが嘱濃厚飼料を含む下歯のあり方が

産乳効率に直接影響する。しかも、給飼が鷺常的作業であるだけに給与という質的

な管理作業の巧拙は経営に大きな累積損失をもたらしうるのである。第4表は養分

（TDN）給与を中心に給与実態を示したものである。飼料構造としてつぎのこと

が摺摘される。
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1

鵠

第3表　飼養管理作業内容

投下労働時間（時間）

P　霞　当　り　家族

J　　働　　時　　間

経産牛1頭当り年間
J働時間　（時聞）

管理作業丁数、時間
農家番号

作業の難易と必要な対策

妻
その他

計 計 給飼 搾乳
清　浄

ｻの他

子飼 搾乳
　　　1臼放清浄　　　牧時間

主
男 女 個） 個） （副　（時間）

① 21．7 ◎　2．0 ㎝ …
3．7 152 46 81 25 2 2 1 6 厩肥、搾乳施設投資

② 83．4 22．8 一 ｝
6．2 207 27 88 92 3 2 3 7 題肥搬出、堆肥盤

③ 82．8 一
只2，8

一
5．6 152 33 109 玉0 3 2 2

一 現状（手作業主体）

④ ㎝
82．5 £1．5

一
4．0 97 31 57 9 3 2 2 2　　今のところなし

⑤
量・・ 82．婆 8軌4 ｝

6．2 146 77 54 15 3 2 2 5　翻巴搬出

⑥ 鼻・ 影・ 8α6 △0．2 4．2 65 21 37 7 3 2 2 1iスタンチ・ン方式から牛群管理へ

⑦ 量・・ 影・ ｝ 一
9．4 152 28 89 35 2 2 2 喬4。

尋。，

⑧ 0．エ 動・ 豪・・ 量・・ 王1．3 172 脅　，　． ゆ　●　● r　6　■ 3 2
，陰辱 ・曾， サイロからの飼料運搬・煽牛舎の顧i肥汁撮

1⑨瞳・・ 影・
｝ ｝

7．4 102 ．　．　． 35 3 2 2」
1　｝ 濡浄

⑯最・・ 量・・
㎜ ～

11．工 133 54 64 15 3（夏2） 2 3　　　　1 冬期鮮｝舎内運搬（迂麟）

⑪ 影・ 璽・・、一 ｝
9．7 103 25 53 25 3 2 2 0．7 サイレージ給与（牛歩内通路閥題）

⑫ 84．7 匙・10・・ △　0．5 王0．2 108 29 43 36 2 2 1 2
グラスサイレージスタックからの取出しプリーストール　　’へ

⑬ 82．5 02．4△1．6 ｝
6．5 69 26 22 21 2 2　　　　2　　　　一 ，　緊　・

⑭ 動1 袋3．9！ 0．0 …一 9．0 87 26　i　4三 20 3 2　1　3　i… 特になし

⑮ 翌4．9 24．8 　 一
9．7 89 ．　9　9 5，． ，■「 2 2 3優2）　… go・

⑯ 聾・ 量・・ 9α8 ｝ 1L4 97 32 55 10　1 3 2 2　　　　2 育成の管理（とくに厩肥搬出）

⑰ 量　1人当り・・ 19．0 69 5 60 4　　　2 2 　「P　ほ51～18 o　・　，

⑱ 量男1熾・・12女1人二二 26．8 85 22 47 16 2 3
… 牛舎施設の改善

⑲ 限男玖当り49 只女1人当り9．1 28．1 60 22　　　2ま 17 3　　　　2 3 5．5 キャッチペンの改良、搾乳後の牛体の流れ

注　　経常作業主要組当者に○、◎、△印をつけた（種付、健康管理などの作業を除く〉。

　　　○…給飼、◎…搾乳、△…清浄作業



第4表　飼料給与構造

器

「

経　産　集　1　頭　当　り

V　D　N　給　　与　　量

糧　飼　料　の　年　間
E給　　与　　月　i数　　（ケ月）

　1頭当り配合
迫ｿ給与量（》日・頭）

農家番号

構　　　成　　　比　　（％）

TDN
ｩ給率

i％）

実　　　量

@（嬉） 糧飼料中の講成
コーン

Tイレ〆

黶@ジ

グラス

Tイレ・

黶@ジ
乾草

ビート

pルプ

その他 乾乳期　　り 泌乳期最大量

糧飼料 濃厚飼料　　計 粗飼料 生　草 乾　草 サイレージその他

① 5，606 L182 6，788 82．6 48．9 29．2 工2．7 9．2 75．0 7
一
12 7　　　　一

3 4

② 3，169 724 3，893 81．4 17．7 34．4 22．3 25．6 62．5 6
一
　1P2　　　　9

…ビートトップ1
0 3

③ 2β84 L58嘆 4，468 64．5 1・β 5圭．0 28．0 19．4 52．0 7．5
㎜
12 12 青刈4 1 5～8

④ 3，三93 1，580 喋，773 67．4 14．0 31．3 嘆7．7 7．0 62．6 10．5
～
12 5．5 一

2 4～5

⑤ 2，756 1，1茎9 3，875 71．1 5．5 28．8 59．9 5．8 67．0 10 2 12 3．5 一 ”榊榊簡 4前後

⑥h王54 1，《16 唾570 69．0 10．1 27濃 46．0 16．5 57．6 工2 一　12i　12、 青刈3 少　量 瞬乳量の％

⑦ 3β54 1，445 魂，799 69．9 47ほ 16．7 30．8 5．4 66ほ 8　　　～i　　達2　1　　3 一 一“騨幣
7

⑧ 2，233 L69？ 3，930 56．8 2．0 54．6 32．7 10．7 52．5 正0 1　一 12 6 家畜ゆト2 1．5 7．5

⑨ 窯，387 1，畦43 3，830 62．3 1．3 84．0 ｝牌 王4．7 53ほi　一 ～
12 12

一
2 10

⑩ 4，082 1，639 5，72重 7L4 王2．8 21．7 60．3 5．2 67．6　1 9．5　　　2．5 12 10
｝

2 8

⑪ 2，632 1，007 3・639i72・3 1．9 29．5 62．3 63 67．8 10 5 12 10
　

1 6

⑫ 2β24 1，王75 3，799169．1 10．1 12．6 6◎．2 17．1 55．4 9．5 3，5　　　12 ま2 一
0．5 6

⑬13，620 1，350 4，970 72．8 6．9 王2．1 ？4．8 6．2 6＆3旨σ5 51　12 玉2 青刈3 0 4～8

⑭i3護67 王，296 護，763 72．8 15．9 31．4 39．1 13．6 64．71　三2 ＿ii2 12 ｝
3 7～10

⑮、3，139　直 1，5・gμ・・8 66．7 11．7 圭8．6 69．7 66．7 12 2 12
一 一

1 王2

⑯ 2，671　　　　1，408　　，　　4，079 65．5 11．9 35．2 463 6．6 583 12
～
12 5

一 王～2 10

⑰ 2，950 1ほ99 4，149 71．1 8．3 93 44．4 38．0 71．1 12 12 7．5
　 ←

0 玉0

⑱ 3β52　　i L2エ9 4，57王 73．3 2L7 20．5 48．9 ＆9 64．3 12 8．5 叉2 5 青刈4 G 5

⑲　3，433i　732 4，165 82．4 王43 15．5 64．6 5．6 71．0 6 3 ま2 5 青刈4 0 3～3．5

注）　孚DN率はサイレージ、乾草については飼料分析結果を利用。放牧、青刈については、それぞれの標準利用率75％、90％を参考に、

　を示砺画した。

「日本標準飼料成分衰」



　頭数階層によっては1頭当り養分給与量に違いはみられず，また粗飼料と濃厚飼

料の給与量の問にも関連はみられない。しかし、個別経営では、多頭化すれぽ粗飼

料構成が変化し、サイレージ給与割合の増加がうかがえる。そしてサイレージ給与

割合の増加に従ってサイレージの通年給与が進んできている。また頭数を間わず一

部の事例③、⑱番では放牧がみられず舎飼化されている。

　給飼の億体乳期対応の面を配合飼料についてみると、①～⑤番の20頭未満層は他

の個別経営に比べて泌乳期における最大給与量が少ない。すなわち少頭数層では乳

期に対応した配合飼料給与の変動幅が狭く、それだけ非一刀的な乳期対癒を示すも

のと考えられる。

　4）飼養管理の産乳効果

　ここでこれまで検討してきたような管理のあり方が産乳という管理成果にどう影

響するかを考察する。本来、生産費は牛乳生産のための管理過程における諸要素の

投下とそれによって生みだされた産乳の関係から導かれるものである。したがって

諸要素の投入と産乳の技術的・経営的関連の検討が生産費分析においても不可欠と

なろう。このような視点に立ってここでは飼養管理の産乳効果を回帰分析をとおし

て考察する。推定は農業生産でよく適用されるコブ・ダグラス型の指数型生産薫辛

によった。説虜、被説明変数として経産牛1頭当りの数値を採用した。一般的に用

いられる総量による分析では、説明変数間に多重共線性の存在が懸念されるからで

ある。結果は以下のとうりである。

　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のお
0＞M司3575X、・81適量§8・X，・8：闇・X、・8羅・

（　）M＿1．3047x（8：｝1器）x（8：壁18琴）x（8：1量塁盛）x（8：晶9写）

　　　　　　　2　　　　　　　4　　　　　　　　5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6
（｛のM－1．475gx（81搦野）x（8：概）x（81ぞ珪量§）x（8：δ89ぞ）

　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　　5　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　　　0有意水準10％、　※一5％

　0）弾性値総和0．78681～2諏0・3703

　（iD、同上0．8758互』0．4413

　㈹同上0．84937～』0．4d9

　ここでM：3，2％換算乳量（k蠣）X重＝TDN給与量（k£／頭）X2：粗飼料TDN

給与量（kg／頭、ビートパルプを含む）X3：自給飼料TDN給与量（擁ゲ頭）X4：濃厚
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飼料TDN給与量（k≦〆頭）X5：諸材料費（円／頭）X6：建物・大農具費（貼頭）

　計測結果から指摘されることは、まず、一般に指摘されているとおり、1頭当り

産乳に対して濃厚飼料の影響度含が大きい。他方自給飼料もその係数の有意性が低

いものの断乳に対して正の効果をもっている。したがって自給飼料の給与の増加の

なかで濃厚飼料を弾力的に給与していくことが産乳にとって重要な意味をもつとい

えよう。また自給飼料の給与構成の面と下書との関係を平均値の比較でみたところ

サイレージ通年給与事例の方が1頭当り産乳量が約4201く9高かった。このことから

サイレージの通年給与のもつ産乳効果も示唆される。

　つぎに、ある程度の乳牛以外の固定資本装備・利用の高まりが1頭当り乳量を高

める基盤条件として作用していることである。それら資本装備の機能が十全に発現

するような条件が整う場合、建物・大農具の装備が高まっていく専業化の方向も産

層面の優位性をもたらすことを示唆している。この固定資本装備の高まりは、多頭

化と結びつくことによって1頭当り労働時間を減少させる傾向があった。したがっ

て1頭当り搾乳は1頭当り労働平帯の減少の中でもたらされていることも見逃がせ

ない（1頭当り労働時間と1頭i当り乳量　r識一α720誉ち。

墨．牛乳生産費格差形成の要因分析

　ここでは前節でみた飼養管理の実態が牛乳生産費にどう影響しているか、飼料生

産は飼料養分生産費にどう影響しているか、さらにそうした乳牛飼養と飼料生産の

結合状態がどのように牛乳生産費を規定しているかを考察する。生産費は、価格関

係を所与とすれば、一般に当該生産物生産の規模や操業度、生産技術、経営部門結

合などによって規定される。酪農の場合、飼養管理のあり方は牛乳生産費を直接的

に規定する局面と飼料生産部門のあり方が間接的に規定する局面が考えられる。こ

の規定関係は、以下のような検討によって明確化され、推定され器3！

　酪農において飼料という中間生産物の生産部門と牛乳という最終生産物の生産部

門を考える。両部門はそのように結びつくとはいえ、各部門の生産過程は独立して

いるとする。各部門の生産関数を通常用いられる指数型関数に特定化した場合で検

討すると以下のようになる。

牛乳生産部門

飼料生産部門

㍗Aゑ1x31（鳳…・・）

協一 ｰX盤（戸・…・・）
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　ここに隣：牛乳生産量　Xε1：牛乳生産への投入要素乞　覧：飼料養分生産量

Xブ2：飼料生産への投入要素ブ　A、B：定数　αへβプ：パラメータ

　（1）、（2）式に対する費用方程式は（3）、（4）式となる。

　　　C・荒互1P・三一一一（3）

　　　　　れ　　　Crブ蓋、　Pグ・Xブ・　（4）

　　C正：牛乳生産総費用　P乞1：要素乞の樋格　C2：飼料生産の総費絹

　　Pグ2：要素グの価格

　つぎに費用関数（長期）を導出する。費用関数は（1）～（4）式のもとで．各部門につ

いて所与の産出量Y卉Ylo、協＝瑠における費用C韮、C2を最小化するという行動から

得られる。

　産乳部門については以下のとうりである。

　（1）式旧約のもとで（3）式を最小化する一階の条件より、

　　　・・／X・一・・／X2一＿＿．．＿・／X・・　　（，）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　Pπ1　　　　Pu　　　　　　　　　P21

（5）式と（1）式から要素乞の派生需要量が求まるQ

　　　xゑ』（Y曾）殉ぺ艦・（P，、／P・・）鱒｝…（瑞、／Pのα艦1で…在1…・轡1

　　　　一（贈駅ゑ寄湘）鋼一）

　ここでs1；Σ碗
　　　　　　戸エ

⑥式を③式に代入して

　　　C卜（Y曾）聴1（譜1S・）（ゑ・幽う（ゑ譜）　（・）

ここで（7）式のY？をあらためて変数Y：と考えれば、ClはY垂およびP11、…、Pπ1の関数

として表ぜる。いま、本稿では飼料生産部間における飼料養分生産量Y2が養分生産

費織の条件で乳生産に投入されると考えるOP呈蓋は恥で乞圖の場合であり、X1互は自給

飼料養分給与量を表すものとすると、

　　　P賀鷹C2／Y2および○∠X蓋1≦；Y2　　　《8）

すなわち自給飼料の生産費用C2の水準は飼料生産段階で決定され、給飼段階におけ

るX1の給与量とは独立であるとした。また飼料養分生産量Y2は育成牛にもふりむけ
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られるから、上式の不等式が成立つ。

　そして自給飼料の生産原緬たるP…似外の要素価格P乞G－2、…、π）は要素市場にお

いて所与とされ、定数として扱うとすると（7）式はつぎのようになる。

　Y？をY1、　C！をC1におきかえて表すと

　　　C1－DIP併1脇目1　　　　（9）

ここで恥（バ殉S1）磁P贈1）（ゑず齢1）

　すなわち、産乳総費用C置はP1エとY玉の関数として表せる。これより牛乳生産費（平

均費用）は⑩式のようになる。

　　　　C〆Y1－D、　P1野猫Ylトs1治1　＿⑩

　以上とほぼ同様の手続きで他方の飼料生産部門においても自給飼料の費用関数が

導趨される。

　　　　　　　毛／s2
　　　　　　　　　　　　　　　⑳　　　C2＝・D2Y

ここ餅（ド玲2S2）（解卿）（急〆押）

　　　　　　　れ　　　　s2一　．Σβノ
　　　　　　ノ讐1

　¢1）式より飼料生産費が導かれる。

　　　PドC，／Y，＿D，Y！1－s2）ん2　⑫

¢拭の。，は各飼料の給与構成の養分生産鍛の増撫こ母う違いを含んでし・る。

　以上の⑨～②式によって、まず牛乳生産費と産乳量や飼料養分生産費との関係は、

牛乳生産における規模に関する収穫関係や自給飼料に対する産乳の反応性などとい

う生産技術のあり方に左右されることが理解される。他方、飼料養分生産費と飼料

生産量との関係は、飼料生産における規模に関する収穫関係に左右される。したが

って生産費格差を説明する要因や技術的・経済的条件は（9）～⑫式に総合的に反映さ

れていると考えることができるのである。

　そこで、本稿では（9）～㈱式に示された費周関数の推定によって、第一に生産費に

対する生産量の関係を総合的に把握する。推定の方法についていえぽ．費用関数の

パラメータは、本来生産関数の推定結果から導かれるものである。しかしながら、

本稿では生産関数のパラメータが全てにわたり有意性をもって計測されていない。
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そこで、総費用関数（9）式および⑭式の直接推定を行うことにより検討する。このよ

うな直接推定は生産技術について総括的な清報しか与えてくれない。そこで第二に

費用関数の推定結果からさらに立入って生産費格差形成の要囲分析を行う。

　1）牛乳生産費の特徴的傾向

　第5表に脂肪率3，2％換算100k夢当り第一次生産費を示した。一般に指摘される

とおり、飼料費、労働費、乳牛償却費や建物・大農具費で費用の大部分を占めてい

る。生産費には事例で2．6倍、個劉経営間で約2倍の格差が生じている。第1図は

第5表　脂肪率3．2％換算璽ookgi当り生産費
（円）

主　　要　　費　　用　　項　　囲農　家　番　号

飼料費

う霞

ｿ給
迫ｿ

乳牛償却費 建物費 農具費

うち大

_具

労働費

うち家

ｰ

費用合計 笹次生産費

⑰ 3，236 1，582 479 243 60 59 595 595 5，035 荏β35

⑨ 2，961 1，080 688 娃2 95 85 840 840 5，953 5β72

⑬ 4，031 2，039 471 31 142 142 627 627 6，106 5，429

⑯ 3，948 1，981 524 140 177 155 712 712 6ほ02 5，492

⑲ 嘆，i71 2，357 634 365 80 77 614 614 6，339 5，639

⑱ 4，162 2，038 786 159 349 342 870　　　836 6，737 5，650

⑪ 3，803 2，178 594 67 313 306 1，060 LO60 6，563 5，9H

④ 4，023 2，263 461 152 206 149 810 810 6，551 5，931

⑥ 4，013 王，728 847 113 252 205 480 480 6，732 6β09

① 4，219 2，322 688 6三 63 52 1，360 1β60 7，598 6，335

⑩ 4，649 2，523 534 242 260 234 LO51 1，051 7，285 6，618

⑮ 4，853 2，340 644 16重 248 24！ 873 873 7，546 6β49

⑭ 4，272 2，1講1 797 玉87 322 312 748 748 7，474 6，891

⑫ 4，930 2，950 548 645 38 22 966 966 7，758 6，957

⑦ 4，661 2β61 627 31 ！96 179 L388 1，388 7，657 7，072

⑤ 4，076 1，783 684 92 391 339 1，828　　L828 8，182 7，275

③ 5，815 2β42 676 55 1嘆0 113 1，64三　　1，641 9，409 8，953

⑧ 6，041 3，306 698 300 300 282 工，703 蓋，703 9，903 9，035

② 5，784 2，775 1，ユ37 24 82 6三 3，152 3，152 11β10 11，193

平均 4，403 2，242 659 王64 195 177 1，122 1，120 7，407 6，697
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第1図　産乳量と牛乳生産費の関係

（予円）
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　　　　　　　　　　　　　3．2％換算年闘麓乳量

　注）図申の曲線はフリーハンドである◎

’一一マー一一一＿
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　　　　　　　（トソ〉

乳牛飼養の機械装備条件を区分して産乳鐙に対する牛乳生産費の傾向性をみたもの

である。農家番号①～③、⑤、⑦番農家は畑酪経営ないしは酪専移行直後の個甥経

営事例であり、その牛舎関係の機械装備は搾乳がバケットミルカーであり、糞尿処

理機械は特にない（國中・印、体系1）。個鋼経営における他の事例はパイプライ

ンミルカー・バーンクリーナという装備になっている（図中Q印、体系H）。費用

関数の推定は、機械装備体系ごとに行い包絡線たる長期費用関数を導くことは事例

数から無理であるため、機械体系のiからHへの変化も含む長期費用関数の推定に

とどまる。個鋼経営における結果は以下のとおりである。

．四季腱鰯。、一ε。。9。P。、8儲，脇、8蕊粗閥，。。，。脳＿。。618

　　　　　　　　　　　　　　　　－35一



牛乳生産費 C／Y一ε0080PIF3044　Yrα2112

　　C星：乳生産総費用（千円）

　　Pゼ自給飼料TDN生産費（百円／100kg）

　　Yl：3．2％換算産乳量（トン）

第6表は飼料生産における費用関数の推定結果を示したものである。図や推定結果

をふまえて次のことが指摘される。

第6表　飼料生産における費用関数の推定結果（個別経営）

養分収量または実
｝

推定式から導かれた生産費

推定式の内容 定数項 収蟹のパラメータ R2 関数における養分収量また

（　）は標準誤差 は実収量のパラメータ

蘇・

0．8807

TDN費用 4．4380 0．8639 一　〇．1王92

（α0898）

罧放　牧　ぬ　き 0．8223
4．7269 0．8940 一G．1776

TDN費用 （0．0728）

罧乾　草　費　用 0．9551
3．5134 0．8749 一〇，04硅9

（実収量） （α096G）

罧乾　草　費　用 α9562
4．2117 α8753 一α0438（TDN収量） （0，0959）

サイレージ’用 　　罧O．8628
コーン費用 2．7344 0．8919 一　〇．1372

（実収量）
（α0799）

サイレージ用 　　　罧
O．7902

コーン費用 4．6190 0．8705 一〇．2098

（TDN収量）
（α0810）

注・）推定は指数型麟。。b。Yb・、

　　2）単位：総費用Cは千円、収量Yはトン

　第一に、飼料生産費を一定としたときの産乳量の比率的増加にともなう牛乳生産

費の比率的低下はあまり大きくはない。また機械装備や乳牛繋留方式が類似した

段階になると、一定産乳水準（約200～250覚）をこえると生産費の低下が殆んど

みられなくなるようにも推察できる。

　第二に、他方の飼料生産部門においても養分収量の比率的増加は養分生産費を比
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率的に低下させる。しかし、その低下程度は、牛乳生産における産乳増加に伴う牛

乳生産費の低下程度よりも小さく、飼料生産部門の方が生産量規模の経済性は劣っ

ている。また、養分生産費を乾革とコーンサイレージ毎に検討すると、乾草生産に

おける生産量規模の経済性はコーンサイレージに比べて低く、殆んどみられないの

が特選である。

　第三に、飼料生産のあり方が牛乳生産費に与える影響は聞接的であった。しかし

ながら、一括飼料の養分生産費が牛乳生産費に与える影響の大きさは、その係数の

有意性がやや低いものの（有意水準10～20％）、産乳量が与える負の影響の大きさ

に匹敵する場舎もありうるといえよう。したがって養分生産費としてあらわれる飼

料生産の効率性も牛乳生産費を規定する重要な条件といえよう。

　以上、牛乳生産費格差を説明する大まかな要因として、飼料養分生産費と産乳量

をとりあげ、また養分生産費に影響する要因として養分収量をとりあげて定量的検

討を試みてきた。つぎに、さらに飼養管理や飼料生産における具体的要因について

考察を加える。

　2）生産費格差形成の要因

　　（1）牛乳生産費と飼養管理条件

　先に検討した生産量規模要因としての産乳量を経産牛頭数と経産牛工頭当り乳量

に区分して牛義生産費との相関をみると、1頭当り乳量との相関の方が強い（以下

は個別経営、頭数r一一649費、1頭当り乳量r一一α8紛納。このことから玉頭当り乳

量にみる乳牛の生産性が牛乳生産費と大きく関連していると判断される。また前節

でみたとうり、1頭当り乳量の高まりは1頭当り労働時間の減少と結びついている
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　こともあって、この作業能率と牛乳生産費の間には高い相関がみられる（r＝α8103

）。したがって1頭当り乳量と1頭当り労働時間がいかに結びついて産乳されるの

かが飼養管理における重要な条件と考えられる。30頭以上の個別経営事例、例え

ば⑫、⑭、⑮番農家のように生産費に格差がみられなくなる一理由として、1頭当

り乳量や1頭当り労働時間自体に影響する飼養管理諸条件の類似性があげられるの

である。

　他方、協業経営では、1頭当り乳量が低くても、乳牛繋留方式や作業内容が変化

することにも関連して1頭当り生産費が低く、そのために生産費が低下しているの

がよみとれる。

　　②　飼料生産費と飼料生産条件
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　先にみたとうり養分収量の増加が一括飼料養分生産費を低下させる傾向はあまり

大ぎくなかった。養分収量を飼料作面積と養分反収にわけて養分生産費との相関を

みると養分反叡との負の相関の方が強い（個別経営・飼料作面積r謹一α1084、養

　　　　　　　　　分反牧r癩一〇．5382）。

　また、飼料生産を作付構成の面からとらえ養分生産費との関係をみると、乾草

に調製される採草専用地の構成が大きく、ゲントコーンの作付割合が少ないほど養
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今←　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今←
分生産費が高くなっている（採草専熱地率r罵0．4977、コーン作付率r罵一α5006

）。これは乾草とゲントコーンがもつ養分生産費や養分反収面への桐反する姓格
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今←「齢
から裏付けされる（養分反収とコーγ作付率r＝0．8173、採草専用地率r罵一〇，5014）。

また牧草においてもサイレージ調製の方が乾草よりも低コストであることを考慮：す

れぽ、サイレージ調製の比重増加によって粗飼料全体の養分反収を高めつつ養分生

産費を低下させていることが理解される。ここでサイレージ調製の増加は飼料作面

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み積の拡大のなかでもたらされる傾向にあることに注意を要する（r離0．5933）。し

たがって飼料作面積の拡大はこのような土地利用の変化をともなうところに養分生

産費上の意味があるといえる。

　三つめに自給飼料のなかでとくに乾草生産に生産量規模の経済性が殆んどみられ

なかったのは何故かという点である。そこで養分生産費に影響する乾草生産の反収

規制要函を回帰分析によって検討する。計測式には前節同様指数型関数をあてはめ

た。

　乾草生産

　　　　　　　　　罧　　　　　　　　今←
　　　　　　　　0．1267　　　　　　　0．2298　　　　　　　0ユ317　　　　　－
3磁隷4．8442謬IH（◎．0393）謬2H（α0558）　謬3H（0．0759＞　　R2嬬0．7334

ただし事例数個別経営玉6戸、伽：乾草1、2番計反収（k2／反）

鵡王｛：化成肥料要素投下量（k夢／反）、紛H：大農具費（円／反）

謬3H：労働時間（時問／反）

説明変数問の相関係数最大値rい3罵α2044

　結果により、乾草生産においてその生産費羅の約7割に相当する化成肥料投入量

（N＋P＋K）、機械利用、労働力投下に対する弾捨値の総和は0．4882と小さいこ

と、反収に直接作用すると考えられる化成肥料投入の影響度合が低いことが指摘で

きよう。また計測式の説開閉からみると、他にもいろいろな要因が乾草反齪を規制

していると考えられる。昨年度の分析結果をふまえるならぽ、とくに草地経年化の

問題としてあらわれる飼料作物の作付方式や土地改良と乾草反収との群肝が示唆さ

れてくるのである。
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以上みてきたように飼料養分生産費は個々の作物の養分反蚊だけでなく、飼料の

作付、調製割合や飼料面積と密接に関連しているのである。昨年度の報告は個々の

飼料の生産費およびそれら生産費の連がりが取り上げられた。今回は養分生産費と

して括って分析した点がことなるが、規模や反収、作付構成と生産費との関連につ

いてほぼ同様の指摘がされたと考えられる。

　（3）乳牛飼養と飼料生産の結合関係と牛乳生産費

　ここでは乳牛飼養、飼料生産の結合関係を規模や飼料の生産・利用、生産性の面

からとらえ、牛乳生産費との関連を検討する。第7表にその概要を示した。

第7表　乳牛飼養と飼料生産の結合状態と生産費

主要飼料の

ｶ産費指数

機　械　体　系 農家番号
牛乳生産費指数

経生
緕Y1費警鳴り数

養分二号率（％） 養分生産費指数

反生

貰ﾓ
阡??

O指
ｪ数

養分反収指数 飼料作面積にα）

1　番

｣　草

コーン

Tイレ
[ジ

成　換

P　頭

魔闔迫

ｿ作函

ﾏ移

② 167 107 ．62．5 113 91 78 6．8 126 UO 0．50

③ 更34 121 52．0 97 110 110 8．8 78 97 0．44

⑤ 109 84 67．0 94 77 78 11．4 67 135 α80

⑦ 106 112 66．1 90 96 蓋01 21．3 90 147 0．73

① 95 103 75．0 81 79 94 11．9 105 74 0．79

⑧ 135 125 52．5 王70 144 82 16．4 108 1圭9 0．46

⑫ 10爆 111 55．4 127 135 103 3α1 一
王33 0．78

⑭ 103 1玉5 64．7 81 115 重37 25．9 95 74 0．48

⑮ 102 102 66．7 82 99 117 303 89 74 α55

⑩ 99 1玉2 67．6 rg1 112 119 24．9 85 118 0．57

⑥ 94 113 57．6 101 86 83 王9、3 69 100 0．61

④ 89 103 62．6 105 83 76 18．3 93 1笠5 0．80

⑪ 88 84 67．8 99 105 103 20．2 89 104 0．46

⑯ 82 100 583 117 124 103 27．1 123 82 0．46

⑬ 81 87 68．3 70 112 154 24．2 ！25 73 0．48

⑨ 80 95 53．1 113 62 53 19．4 93
一 0．53

⑱ 84 79 64．3 130 110 82 60．5 128 117 0．40協　業

⑲ 84 80 71．0 79 86 106 129．8
一

68 0．57

⑰ 65 73 71．1 60 75 ユ21 78．5 玉36 57 α54

平　均 6，697円 447㈹ 63．3 4，973僧 240（醐 500鰯 2，748得 697鱒 0．56

注　1）農家の配列は、第1図でみた機械体系別、生産費の高い順である。

　2）指数は平均を100とするもの。
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　まず規模結合について、牛乳生産費が低くなっている事例は、酪農専業経営の飼

料作20～25磁前後に多くみられる。この面積はサイレージの通年給与に必要な確保

可能面積をも意堕しているようであり、サイレージの増加が養分生産費や野望への

影響をつうじて牛乳生産費に作用していると考えられる。

　つぎに生産性の面について、まず養分反収は牛乳生産費には直接的には関連しな

’いが、養分反収増加による養分供給力の増大と養分生産費の低下という結合効果に

よって牛乳生産費を低下させると考えられる。しかし、養分供給力の増大が1頭当

り給与量の増加をもたらす程度は、飼料生産と結びつく頭数や群群構成や飼養管理

によってことなる。このような複雑な因果経路を経るために、実態として養分反収

は1頭当り産乳や牛乳生産費とは必ずしも一義的な関係はみられにくいのである。

したがって、乳牛飼養部門の規模や飼養管理のあり方が類似の条件にあれぽ、これ

までの検討をふまえて養分反収の増加が牛乳生産費の低下をもたらすことになる。

例えば頭数規模や成換1頭当り飼料作面積が近似している⑪、⑬番農家の場合に養

分反収と牛乳生産費の上述の関係がみられる。

　さらに作業処理の面について、多頭化に伴う面積規模の拡大は飼養管理と飼料生

産の作業処理能率を高めうるが、このような両部門の結合のなかで牛乳生産費が低

下することは容易に理解されるところである。実態としてもそのことが確認される

（飼料作融当り労働時間と経産牛1頭当り労働時間r＝0．4223、飼料作磁当り労働

側聞と牛乳生産費r＝0．4989）。これは飼料生産と乳牛飼養の結合状態が、単に飼

料養分の供給力の点のみに意味づけられるのではなくて、両部門における作業労働

のあり方も牛乳生産費の点からは問われてくることを示唆するものといえよう。

5。結　論

　牛乳生産費の格差形成の要因や条件を飼養管理および飼養管理と飼料生産の結合

状態の面から明らかにしょうとした。

　①　飼養管理のあり方は直接的に生産費を規定する。牛舎機械・施設装備条件な

いしは酪農専業化の程度、1頭当りの平飼量や飼料構成など乳牛の生産性として結

果する産乳管理、作業場や作業組織の違いを含む経営の組織形態（耀別、協業）と

いう三条件が生産費水準により大きく影響すると考えられる。第一と第三の条件は

一定の頭数拡大と結びついており、第二の条件は乳期適応的な給飼などにみる技能

労働や粗飼料の安定給与をもたっす飼料生産基盤のあり方と結びついている。この

ような三条件の固定性は産乳量の増大にともなう生産費の低下を一層限界づけるよ
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うになろう。

　②　飼料生産の規模（生産量・面積）や生産性や作付構成は1頭当り自給飼料の

給与量、飼料構成を規定し、産乳をとうして牛貌生産費に影響すると同時に、他方、

飼料生産費への影響をとうして牛乳生産費に影響する。飼料生産費には養分反収と

作付構成のちがいが大きな格差要因であり、とくに飼料用コーンの作付構成の：増加

は養分反収も高めつつ養分生産費を低下させる。そして、そのような作付構成は一

定の飼料作面積の拡大のなかでもたらされているのである。他方、乾草はその平均

的な生産費がコーンの平均的生産費よりも高く、かつ乾草における収量増加にとも

なう生産費の低下は殆んどみられない。乾草生産における低効率性が指摘されるの

である。このように乾草やサイレージにおける生産効率の格差を含みながら、作付

構成が要霞として作用するといえよう。

　③　上に述べたことから、飼料生産の牛乳生産費への影響は間接的である。しか

しながら、飼料生産費の牛乳生産費への弾性的影響は、その係数の有意性がやや低

いとはいえ、産乳量による影響に匹敵する場合が起こりうる。しかも飼料生産・利

用のあり方が産乳成果に影響する主条件であることも考慮すれば、飼料生産が飼料

生産費と産乳についてもつ両面機能を重視する必要がある。この機能から飼料生産

のあり方は牛乳生産費をより基本的に規定していると考えられる。

　④　乳牛飼養と飼料生産の結合状態が牛乳生産費に及ぼす影響については、第～

に生産費の低下をもたらすには一定頭数、一定飼料作面積が必要である。第こ二にそ

のような頭数、面積以上になれば、つぎに三頭当り乳蚤や養分反載を作業処理能率

といかに結合的に高めていくかが生産費低下の要件となる。その場合、現状におい

て次のような問題が含まれており、生産費低下の壁に当たるようになると考えられ

る。すなわちコーンサイレージの調製割合の増加は養分反収、養分生産費の低下、

産乳効果という結合的効果をもっているが、その単一給与は不可能であり、グラス

サイレージや乾草が同様に重要になる。しかし、乾草は生産効率が概して低く悔施

肥量・回数などの増加による反収増加も経営的には大きくはない。このような飼料

生産にみる欄約や限界をこえていくためには、土地利用方式の確立や土地改良の必

要性が一層高まってくるであろう。さらに、粗飼料の養分反収を高めることができ

るにしても、そのことが餌飼を含む管理作業の方法など乳牛飼養と飼料生産両部門

の作業労働のあり方の改変をともなうことが牛乳生産費の低下にとってはまた必要

となる。

　以上のことから、牛乳生産費の問題は、長期的に飼養管理一峨司料給与→飼料生産
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→土地利用方式や土地改良の蓄積の問題へと連がっていくことが考えられる。した

がって、自給飼料基盤のもとに根づいた酪農経営は、土→えさ→牛の連がりのなか

で経営の生産力を高めていく方向がコスト対応の基本となることが改めて認識され

るのである。

　注

α）　小林一「多頭化段階における酪農経営の土地利爾構造」『農業経営研究』第7

　号、1981

②　小林一、前掲論文

（3）従来の費用関数の推定については、Wa耗ers．A．A『Prod“ction　and　Cost

　Functio簸：An　Econo搬etric　Survey』石）cor1（）me宅rica．　PP．！～67　，　vo13i　，　1963

　を参照。また酪農に関する生産関数分析は、松原茂畠「牛乳生産構造の経済分

　析『現代農業経営経済薪説』門門裳」972，趙錫辰「生産関数分析における人的

　投入財『北大農経論叢』第36集．1980、および白川俊信「北海道酪農の生産経済

　分析」『北海道農業試験場研究報告、第129暑、1981において発展している。
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